
(57)【要約】

配布されたサーバ／クライアント・アーキテクチャを用

いて、リクエストされたオーディオ・ファイルをサーバ

に生成させる専用オーディオ機能を実現する。好ましい

実施形態において、移動電話機のユーザは、テキストま

たはオーディオ・データからなるファイルを含むリクエ

ストをサーバに送信する。サーバは、テキストまたはオ

ーディオ・データを用いてオーディオ・ファイルを生成

し、それを移動電話機に送信し返す。オーディオ・ファ

イルは、移動電話機によって再生される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 幾 つ か の 移 動 電 話 機 と の 間 で 同 時 に 通 信 す る こ と が で き る サ ー バ を 含 む 通 信 ネ ッ ト ワ ー
ク に お い て 動 作 す る 移 動 電 話 機 に お い て 音 声 を 発 生 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 移 動 電 話 機 上 で 動 作 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル の 要 求 が 前 記
サ ー バ へ 送 信 さ れ る よ う に し 、
　 前 記 要 求 さ れ た オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル は 、 前 記 要 求 に 応 答 し て 前 記 サ ー バ 内 の 手 段 に よ
っ て 発 生 さ れ 、 前 記 サ ー バ か ら 前 記 移 動 電 話 機 へ 送 信 さ れ 、 前 記 移 動 電 話 機 に よ っ て 再 生
さ れ る 、
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 要 求 デ ー タ は 、 前 記 電 話 機 の ユ ー ザ に よ っ て キ ー パ ッ ド を 用 い て 入 力 さ れ た テ キ ス ト か
ら 生 成 さ れ る も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 要 求 デ ー タ が 前 記 サ ー バ に お け る 手 段 に よ っ て 用 い ら れ て 音 声 フ ァ イ ル が 生 成 さ れ
る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 要 求 デ ー タ が 前 記 サ ー バ に お け る 手 段 に よ っ て 用 い ら れ て 音 楽 フ ァ イ ル が 生 成 さ れ
る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 要 求 は オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 含 む も の で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 要 求 中 の オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル は 、 前 記 サ ー バ に よ っ て 生 成 さ れ た オ ー デ ィ オ ・ フ
ァ イ ル に 組 み 込 ま れ る も の で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 移 動 電 話 機 の よ う な 移 動 通 信 装 置 に お い て オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル か ら
音 声 （ サ ウ ン ド ） を 発 生 す る こ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 今 日 で は 、 移 動 （ モ バ イ ル 、 携 帯 ） 電 話 機 を 用 い て リ ア ル タ イ ム の 通 話 ま た は 会 話 を 行
う だ け で な く ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 行 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 移 動 電 話 機 ベ ー ス の ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 既 に 繁 栄 し た 市 場 で あ る が 、 数 年 後 に は さ ら に
繁 栄 し て い る で あ ろ う 。 そ れ ら の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 人 気 の あ る ｓ ｍ ｓ （ シ ョ ー
ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ サ ー ビ ス ） お よ び ゲ ー ム か ら 、 プ ラ グ イ ン ・ カ メ ラ か ら ビ デ オ を 記 録 し
て 別 の 電 話 機 に 送 信 す る ま で に い た る 、 多 く の タ ス ク を 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 在 不 可 能 な こ と は 、 専 用 オ ー デ ィ オ 機 能 、 即 ち オ ー デ ィ オ ・ デ ー タ の 動 的 な 生 成 の 能
力 で あ る 。 そ れ は 、 最 終 的 に は 非 常 に 高 価 な ハ ン ド セ ッ ト 上 だ け で な く 可 能 に な る だ ろ う
が 、 し ば ら く は そ う で は な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 配 布 さ れ る ア ー キ テ ク チ ャ は 、 全 て の 高 負 荷 の 仕 事 を 行 う サ ー バ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し
て 接 続 す る 単 純 な ク ラ イ ア ン ト を 有 す る こ と に よ っ て 、 ハ ン ド セ ッ ト を 専 用 機 能 か ら 開 放
す る こ と が で き る 。 こ の 文 脈 に お い て 、 “ ク ラ イ ア ン ト ” と は 、 サ ー バ の サ ー ビ ス を 利 用
す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 配 布 さ れ る ア ー ク テ ク チ ャ に よ っ て 専 用 オ ー デ ィ オ 機 能 を 実 現 す る こ と が で
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き る と い う 提 案 に 基 づ く も の で あ る 。 こ れ は 、 サ ー バ が 要 求 さ れ た オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル
を 生 成 す る 高 負 荷 の 仕 事 を 行 い 、 電 話 機 上 に あ る ク ラ イ ア ン ト が 単 純 に そ の 結 果 得 ら れ た
オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て 、 実 現 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 動 作 す る 移 動 電 話 機 に お い て 音 声 を 発 生 す
る 方 法 に 関 す る 。 そ の ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま れ る サ ー バ は 、 幾 つ か の 移 動 電 話 機 と の 間 で 同
時 に 通 信 す る こ と が で き 、 そ の 移 動 電 話 機 上 で 動 作 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 オ ー デ ィ オ
・ フ ァ イ ル の 要 求 が そ の サ ー バ へ と 送 信 さ れ る よ う に し 、 そ の 要 求 さ れ た オ ー デ ィ オ ・ フ
ァ イ ル は そ の 要 求 に 応 答 し て サ ー バ 内 の 手 段 に よ っ て 発 生 さ れ 、 サ ー バ か ら 移 動 電 話 機 へ
送 信 さ れ 、 移 動 電 話 機 に よ っ て 再 生 （ reproduce） さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 幾 つ か の 可 能 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 適 用 例 ） は 次 の 通 り で あ る 。
１ ． テ キ ス ト か ら 話 の 音 声 （ ス ピ ー チ ） へ （ の 変 換 ）
２ ． 音 楽 生 成
３ ． サ ウ ン ド 効 果 生 成
４ ． テ キ ス ト か ら 音 楽 へ （ の 変 換 ）
５ ． オ ー デ ィ オ 増 強 （ enhancement） （ 以 下 で 説 明 す る ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 を 例 と し て 用 い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 用 い る こ と が で き る 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 を 実 現 す る 可 能 な ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ー キ テ ク チ ャ の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る 移 動 電 話 機 １ ０ は 、 無 線 ア ク セ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た サ ー バ １
３ を 有 す る デ ー タ ・ セ ン タ １ １ へ の 通 信 チ ャ ネ ル を 有 す る 。 そ の 無 線 ア ク セ ス ・ ネ ッ ト ワ
ー ク は 、 複 数 の 送 信 機 基 地 局 １ ２ と 、 複 数 の 基 地 局 １ ２ を 種 々 の デ ー タ ・ セ ン タ に 接 続 （
リ ン ク ） さ せ る コ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 さ れ て い る 例 に お い て 、 電 話 機 １ ０ は 、 ２ ０ で 示 さ れ た 配 布 （ distributed、
配 置 、 配 信 ） さ れ た オ ー デ ィ オ ・ ク ラ イ ア ン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア を 有 し 、 サ ー バ １ ３ は 、 ２
３ で 示 さ れ た 配 布 （ 配 置 ） さ れ た オ ー デ ィ オ ・ サ ー バ ・ ソ フ ト ウ ェ ア を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 の 具 体 例 に お い て 、 電 話 機 １ ０ は 、 次 の ク ラ イ ア ン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア を 支 援 （ サ ポ ー
ト ） し な け れ ば な ら な い 。
１ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン 環 境 、 お よ び
２ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン 環 境 を 通 し て 音 声 （ サ ウ ン ド ） フ ァ イ ル を 再 生 （ play） す る 能 力 、
ま た は
１ ． Ｓ Ｍ Ｓ 機 能 、 お よ び
２ ． Ｍ Ｍ Ｓ オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 再 生 （ playback） す る 能 力 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 の タ イ プ の 現 在 利 用 可 能 な ハ ン ド セ ッ ト は 、 次 の 所 要 の 基 準 を 満 た す 例 で あ る 。
１ ． オ ー デ ィ オ 拡 張 性 を 有 す る Ｍ Ｉ Ｄ Ｐ １ ． ０
２ ． オ ー デ ィ オ 拡 張 性 を 有 す る Ｄ ｏ Ｊ ａ ｖ ａ １ ． ０
３ ． Ｍ Ｉ Ｄ Ｐ ２ ． ０
４ ． オ ー デ ィ オ 機 能 を 有 す る 独 自 の ま た は 民 間 仕 様 の （ native、 proprietary） ア プ リ ケ
ー シ ョ ン ・ サ ポ ー ト 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-509224 A 2006.3.16



　 電 話 機 は 、 ク ラ イ ア ン ト と し て 機 能 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ２ ０ を 実 行 す る 。 そ の ク ラ イ
ア ン ト は サ ー バ ・ ソ フ ト ウ ェ ア ２ ３ に 要 求 （ リ ク エ ス ト ） を 送 信 し て 、 タ ス ク を 実 行 し 、
即 ち オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 は 例 の タ ス ク で あ る 。
１ ． テ キ ス ト ・ ベ ー ス の 入 力 を 取 り 出 し 、 テ キ ス ト を 話 の 音 声 （ ス ピ ー チ ） に 変 換 し 、 Ｗ
Ａ Ｖ オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 出 力 す る 。
２ ． 音 楽 フ ァ イ ル を 記 述 す る テ キ ス ト ・ ベ ー ス の 入 力 を 取 り 出 し 、 そ れ を 音 楽 フ ァ イ ル に
変 換 し 、 Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ フ ァ イ ル を 出 力 す る 。
３ ． オ ー デ ィ オ 入 力 を 取 り 出 し 、 そ れ を 増 強 さ れ た ま た は 修 正 さ れ た 話 の 音 声 （ ス ピ ー チ
） フ ァ イ ル に 変 換 し 、 例 え ば バ ッ ク ・ ミ ュ ー ジ ッ ク を 付 加 し た ヴ ォ ー カ ル に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 サ ー バ ２ ３ は 、 要 求 （ リ ク エ ス ト ） を 読 み 込 ん で 、 要 求 さ れ た 要 求 （ リ ク エ ス ト ） を 実
行 し て 、 結 果 の オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 送 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 サ ー バ は 次 の こ と を 支 援 （ サ ポ ー ト ） で き る こ と が 好 ま し い 。
１ ． Ｈ ｔ ｔ ｐ に よ っ て メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 。
２ ． Ｍ Ｍ Ｓ ま た は Ｈ ｔ ｔ ｐ よ っ て メ ッ セ ー ジ を 送 信 。
３ ． オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 の タ イ プ の 現 在 利 用 可 能 な サ ー バ は 、 所 要 の 基 準 （ criteria） を 満 た す 。
１ ． Ｊ ２ Ｓ Ｅ 　 １ ． ３ ＋
２ ． オ ー デ ィ オ 機 能 を 有 す る Ｃ ／ Ｃ ＋ ＋
３ ． オ ー デ ィ オ 機 能 を 有 す る Ｐ Ｅ Ｒ Ｌ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 事 例 １ ： テ キ ス ト を 話 の 音 声 へ ：
１ ． ク ラ イ ア ン ト ２ ０ は 、 Ｍ Ｉ Ｄ Ｐ ２ ． ０ で 書 か れ て い る 。
２ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 “ ゲ ー ム ・ オ ー バ ー ” と 発 話 す る 或 る 音 声 （ ス ピ ー チ ） を 再 生 （ pl
ay） し よ う と す る ゲ ー ム に よ っ て 用 い ら れ る 。
３ ． ゲ ー ム は 、 ク ラ イ ア ン ト に 、 “ ゲ ー ム ・ オ ー バ ー ” と い う 音 声 を リ ク エ ス ト す る よ う
依 頼 す る 。
４ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 “ ゲ ー ム ・ オ ー バ ー ” と い う メ ッ セ ー ジ を 含 む 、 テ キ ス ト ・ ベ ー ス
の メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー バ ２ ３ に （ Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ を 用 い て ） 送 信 す る 。
５ ． サ ー バ は 、 テ キ ス ト ・ ベ ー ス の メ ッ セ ー ジ を 受 信 し て 、 “ ゲ ー ム ・ オ ー バ ー ” と い う
テ キ ス ト を （ ８ ビ ッ ト 、 ８ Ｋ 、 Ｐ Ｃ Ｍ 、 モ ノ ラ ル の ） Ｗ Ａ Ｖ フ ァ イ ル に 変 換 す る プ ロ グ ラ
ム を 呼 び 出 す よ う 手 順 を 進 め る 。
６ ． サ ー バ は 、 そ の Ｗ Ａ Ｖ フ ァ イ ル を ク ラ イ ア ン ト に 送 信 す る 。
７ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 そ の Ｗ Ａ Ｖ フ ァ イ ル を 受 信 し て 、 ゲ ー ム に 対 し て 、 ク ラ イ ア ン ト が
音 声 フ ァ イ ル を 受 信 し た こ と を 通 知 す る 。
８ ． ゲ ー ム は 、 音 声 フ ァ イ ル を 検 索 し ま た は 取 り 出 し て そ れ を 再 生 （ play） す る 。
９ ． 競 技 者 （ ゲ ー ム を し て い る 人 、 プ レ イ ヤ ） は 、 “ ゲ ー ム ・ オ ー バ ー ” と い う 音 声 を 聞
く 。
往 復 時 間 は 、 短 い 各 話 音 声 に つ い て は ５ 秒 未 満 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 事 例 ２ ： テ キ ス ト ・ ベ ー ス の 楽 譜 （ 音 符 ） を 音 楽 へ ：
１ ． ク ラ イ ア ン ト ２ ０ は 、 Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ 再 生 （ play back） 機 能 を 有 す る Ｍ Ｉ Ｄ Ｐ ２ ． ０ で 書
か れ て い る 。
２ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 或 る 音 楽 を 発 生 し よ う と す る Ｄ Ｊ デ ィ ス ク ・ ジ ョ ッ キ ー ・ ア プ リ ケ
ー シ ョ ン に よ っ て 用 い ら れ る 。
３ ． Ｄ Ｊ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 ク ラ イ ア ン ト に 音 楽 を リ ク エ ス ト す る よ う 要 請 し 、 １ 組 の
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音 符 お よ び 休 止 符 で 構 成 さ れ た 音 楽 の 記 述 （ 楽 譜 ） を 指 定 す る 。
４ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 発 生 す べ き 音 楽 の 記 述 を 含 む テ キ ス ト ・ ベ ー ス の メ ッ セ ー ジ を 、 サ
ー バ ２ ３ に （ Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ を 用 い て ） 送 信 す る 。
５ ． サ ー バ は 、 テ キ ス ト ・ ベ ー ス の メ ッ セ ー ジ を 受 信 し て 、 音 楽 記 述 （ 楽 譜 ） を Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ
（ フ ォ ー マ ッ ト ０ ） フ ァ イ ル に 変 換 す る プ ロ グ ラ ム を 呼 び 出 す よ う 手 順 を 進 め る 。
６ ． サ ー バ は 、 そ の Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ フ ァ イ ル を ク ラ イ ア ン ト に 送 信 す る 。
７ ． ク ラ イ ア ン ト は 、 そ の Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ フ ァ イ ル を 受 信 し て 、 Ｄ Ｊ ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 対 し て
、 ク ラ イ ア ン ト が 音 声 （ 音 楽 ） フ ァ イ ル を 受 信 し た こ と を 通 知 す る 。
８ ． Ｄ Ｊ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 音 楽 を 検 索 し て 、 そ れ を 再 生 （ play） す る 。
９ ． 再 生 者 （ 聴 取 者 、 player） は 、 そ の 音 楽 を 聴 く 。
往 復 時 間 は 、 短 い 各 音 楽 に つ い て は １ ０ 秒 未 満 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 事 例 ３ ： オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル の 増 強 （ 改 善 ）
例 ： バ リ ー ・ ホ ワ イ ト （ Barry White） の よ う に 歌 う 。
［ Ｍ Ｍ Ｓ ＝ マ ル チ メ デ ィ ア ・ メ ッ セ ー ジ ］
１ ． ハ ン ド セ ッ ト は Ｍ Ｍ Ｓ を 支 援 す る 。
２ ． ユ ー ザ は 自 分 の 歌 を 記 録 （ 録 音 ） す る 。
３ ． ユ ー ザ は 、 オ ー デ ィ オ ・ ク リ ッ プ お よ び  “ バ リ ー ・ ホ ワ イ ト ”  と い う テ キ ス ト を Ｍ
Ｍ Ｓ に 添 付 す る 。
４ ． ユ ー ザ は 、 そ の Ｍ Ｍ Ｓ を 、 テ キ ス ト － 音 声 （ ス ピ ー チ ） （ 変 換 ） サ ー バ に 送 信 す る 。
５ ． サ ー バ は 、 Ｍ Ｍ Ｓ を 受 信 し て 、 オ ー デ ィ オ ・ サ ン プ ル お よ び テ キ ス ト ・ パ ラ メ ー タ を
抽 出 す る 。
６ ． サ ー バ は 、 テ キ ス ト ・ パ ラ メ ー タ に 基 づ い て オ ー デ ィ オ ・ ク リ ッ プ に オ ー デ ィ オ 効 果
を 加 え る 。
７ ． サ ー バ は 、 こ の 場 合 、 オ ー デ ィ オ ・ ク リ ッ プ に オ ー デ ィ オ 効 果 を 加 え て 、 バ リ ー ・ ホ
ワ イ ト 風 の ユ ー ザ の 音 声 を 生 成 す る 。
８ ． サ ー バ は 、 そ の 結 果 得 ら れ た 変 換 済 み の オ ー デ ィ オ ・ ク リ ッ プ を 新 し い Ｍ Ｍ Ｓ に 添 付
す る 。
９ ． サ ー バ は 、 Ｍ Ｍ Ｓ を ユ ー ザ に 送 信 し 返 す 。
１ ０ ． ユ ー ザ は 、 Ｍ Ｍ Ｓ を 受 信 し て 、 そ れ を 再 生 （ play） し て バ リ ー ・ ホ ワ イ ト 風 に 歌 う
自 分 の 歌 を 聴 く 。
１ １ ． ユ ー ザ は 、 Ｍ Ｍ Ｓ を 非 同 期 的 に 受 信 し 、 従 っ て 往 復 時 間 は 重 要 で な い 。 往 復 時 間 は
３ ０ 秒 未 満 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 用 語 解 説
Ｓ Ｍ Ｓ ： シ ョ ー ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ サ ー ビ ス
Ｍ Ｍ Ｓ ： マ ル チ メ デ ィ ア ・ メ ッ セ ー ジ
Ｍ Ｉ Ｄ Ｐ ： モ バ イ ル （ 移 動 ） 情 報 デ バ イ ス ・ プ ロ フ ァ イ ル
Ｊ ａ ｖ ａ （ 登 録 商 標 ） ： プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 依 存 し な い プ ロ グ ラ ム 言 語
Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ ： 楽 器 （ musical instrument） デ ィ ジ タ ル ・ イ ン タ フ ェ ー ス
Ｈ ｔ ｔ ｐ ： ハ イ パ ー テ キ ス ト 転 送 プ ロ ト コ ル
Ｗ Ａ Ｖ ： オ ー デ ィ オ ・ フ ァ イ ル 用 の フ ァ イ ル の タ イ プ
Ｔ Ｃ Ｐ ： 伝 送 制 御 プ ロ ト コ ル
Ｉ Ｐ ： イ ン タ ー ネ ッ ト ・ プ ロ ト コ ル
Ｒ Ａ Ｎ ： 無 線 ア ク セ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 を 用 い る こ と が で き る 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 を 実 現 す る 可 能 な ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ー キ テ ク チ ャ の 概 略 図 で あ る
。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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